
1996年東大理後期□2  

(解答 1) 等面四面体の性質を利用する場合 

(1) 

相似性により、 cLMbNLaMN  ,, となり、この四面体の 4つの面は 

すべて合同である。空間座標系において図のような直方体を考え、 

)0,0,0(),0,0(),0,,0(),0,0,(  utsuLtNsM とすると、 
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点 CBA ,, が重なった点が ),,( utsR となる。 aLRMN  であり、 QP, はそれぞれ LRMN, の中点である。 

結局、 PQはu に等しく 
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  ……(答) 

 

(2) 

求める体積は、直方体の体積 stu から、四面体OLMNの体積 stu
6

1
を 4つ分引いた値に等しく、 
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  ……(答) 

 

(解答 2) 等面四面体の性質に気付かない場合 

(1) 

点 CBA ,, が重なった点を R とし、 cRNbRMaRL  ,, とする。 
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ここで、 abLM  より 
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同様に、 222222 2,2 bacacacbcb  が導かれる。 
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  ……(答) 
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 baccbaaacbaaacbaRLPQ  

したがって RLPQ であり、対称性から MNPQ もわかる。 

今、点 R から三角形QMNに下した垂線の長さを考える。 
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 と座標を置く。ここで、
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 である。 

RLPQ であることから、 R の y 座標は t に等しく、 ),,( ztxR と置く。 
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点 R から三角形QMNに下した垂線の長さは 
a
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三角形QMNの面積は at
2

1
であるから、四面体 RQMNの体積は atzzat
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求める体積はこの 2倍であるから 
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  ……(答) 

 

 

※1993年理系前期□1 と同様に、すべての面が合同な四面体は、直方体の 4つの頂点を結ぶことにより得られ

ることを知っていれば計算が大幅に楽になる。 


